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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニコチン源と、第二の物質源と、前記ニコチン源および前記第二の物質源を加熱するた
めのサセプタと、負荷ネットワークに接続された電源であって、前記負荷ネットワークが
前記サセプタに誘導結合するためのインダクタを含む電源と、前記サセプタによって少な
くとも部分的に形成された分離壁を含むカートリッジを含むエアロゾル発生物品であって
、前記分離壁が第一の区画と第二の区画を分離するエアロゾル発生物品とを備え、
　前記サセプタが前記第一の区画と前記第二の区画との間に配置される、エアロゾル発生
システム。
【請求項２】
　前記サセプタが、前記ニコチン源および前記第二の物質源を実質的に同一の温度に加熱
するように構成される、請求項１に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項３】
　前記サセプタが、前記ニコチン源および前記第二の物質源のうちの少なくとも１つと直
接接触する、請求項１または２のいずれか一項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項４】
　前記第二の物質源が乳酸源であり、前記エアロゾル発生システムにおいて発生したエア
ロゾルがニコチン乳酸塩粒子を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のエアロゾル発
生システム。
【請求項５】
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　前記第一の区画が前記ニコチン源を含み、前記第二の区画が前記第二の物質源を含む、
請求項１～４のいずれか一項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項６】
　前記第一の区画および前記第二の区画が並列に配置される、請求項５に記載のエアロゾ
ル発生システム。
【請求項７】
　前記カートリッジがエアロゾル修飾剤源を含む第三の区画を含む、請求項５または６の
いずれか一項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項８】
　前記カートリッジが、実質的に円筒形であり、かつ前記カートリッジの向かい合った実
質的に平面の端面の一方または両方が、1つ以上の壊れやすいまたは取り外し可能なバリ
アによってシールされる、請求項５～７に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項９】
　カートリッジを備えるエアロゾル発生物品であって、前記カートリッジが、ニコチン源
を含む第一の区画と、第二の物質源を含む第二の区画と、前記ニコチン源と前記第二の物
質源とを加熱するためのサセプタであって、前記第一の区画と前記第二の区画との間に配
置されたサセプタとを含むエアロゾル発生物品。
【請求項１０】
　前記カートリッジが、前記サセプタによって少なくとも部分的に形成された分離壁を含
み、前記分離壁が、前記第一の区画と前記第二の区画を分離する、請求項９に記載のエア
ロゾル発生物品。
【請求項１１】
　前記サセプタが前記カートリッジの対称軸上に配置される、請求項９または１０のいず
れか一項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１２】
　前記サセプタが、細長いサセプタであり、好ましくはサセプタ細片の形状である、請求
項９～１１のいずれか一項に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項１３】
　外側カートリッジ壁が断熱性材料を含む、請求項９～１２のいずれか一項に記載のエア
ロゾル発生物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ニコチンを含むエアロゾルを発生させるためのニコチン源を含む誘導性の加
熱エアロゾル発生システムに関連する。本発明はまた、そのようなエアロゾル発生システ
ムで使用するためのニコチン源を含むエアロゾル発生物品に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ニコチン源および送達促進源を備える、ニコチンをユーザーに送達するための装置が公
知である。これらのシステムで用いられる物質（例えば、ニコチンおよびピルビン酸）の
異なる蒸気圧は、効率的な反応化学量論を達成するために異なる物質の個別の加熱を要求
しうる。しかしながら、これは装置の複雑性を増加しうる。
【０００３】
　したがって、単純な加熱メカニズムを持つニコチン源を含むエアロゾル発生システムに
ついての必要性がある。特に、そのようなエアロゾル発生システムおよび効率的な加熱を
可能にするそのようなシステムで使用されるエアロゾル発生物品についての必要性がある
。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の態様によれば、エアロゾル発生システムが提供されている。エアロゾル発生シ
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ステムは、ニコチン源と、第二の物質源と、ニコチン源および第二の物質源を加熱するた
めのサセプタとを備える。サセプタは、単一のサセプタであることが好ましい。エアロゾ
ル発生システムは、負荷ネットワークに接続された電源をさらに備える。負荷ネットワー
クは、サセプタ（好ましくは、単一のサセプタ）に誘導結合するためのインダクタを備え
る。
【０００５】
　ニコチン源および第二の物質源を加熱するための１つのサセプタは、エアロゾル発生シ
ステムの構成および製造を簡単にする。両方の物質を加熱するための１つのサセプタはま
た、システムの動作を容易にしうる。本発明によるシステムでは、ただ１つだけのサセプ
タが提供され、かつ動作される必要がある。２つの物質の蒸発効率性の制御、またひいて
は反応化学量論の制御は、１つのサセプタのみの加熱制御によって（例えば、１つのサセ
プタの温度制御によって）達成可能でありうる。
【０００６】
　本発明によるエアロゾル発生システムの負荷ネットワークに含まれるインダクタは、単
一の誘導コイルであることが好ましい。これは、追加的に、単純な装置構造および電子装
置のほか、システムの単純な動作をも可能にする。単一のインダクタを用いることにより
、インダクタは、１つの動作モードでサセプタの加熱を可能にする。２つの物質の加熱は
、両方の源に割り当てられた１つのサセプタの提供によって得られる。さらに、ニコチン
含有カートリッジを用いた使用のためのエアロゾル発生装置は、誘導加熱に適合されうる
。そのような装置には、例えば、インダクタを含む電子装置および負荷ネットワークが提
供されうる。したがって、例えば、加熱ブレードを備える従来のように加熱される装置よ
りも必要な電力が少なくてすみ、且つ、無接触式加熱の全ての利点（例えば、加熱ブレー
ドが壊れることがなく、発熱体およびエアロゾル形成物質から電子装置が分離されており
、また装置の掃除が容易である）が与えられる、そのような装置が製造されうる。サセプ
タは、一般的にシステムの使い捨て可能な部分の要素であるので、発熱体としてのサセプ
タの汚れまたは掃除は、本発明によるシステムにおいて問題はない。
【０００７】
　有利なことに、サセプタは、ニコチン源および第二の物質源を実質的に同一の温度に加
熱するように構成される。
【０００８】
　本明細書で使用される場合、「実質的に同一の温度」とは、サセプタに関してそれぞれ
の位置で測定されるニコチン源と第二の物質源の温度の違いが約３℃未満であることを意
味する。サセプタは、ニコチン源および第二の物質源を同一の温度に加熱するように構成
されることが好ましい。
【０００９】
　しかし、サセプタはまた、ニコチン源および第二の物質源を異なる温度に加熱するよう
に構成されてもよい。これは、例えば、サセプタとニコチン源とのおよびサセプタと第二
の物質源との接触面のサイズを変えることによって、達成されてもよい。例えば、ニコチ
ン源が第二の物質源よりも高い温度に加熱される（その逆もまた可である）場合、サセプ
タとニコチン源との間の接触面のサイズは、サセプタと第二の物質源との間の接触面より
大きくてもよい（その逆もまた可である）。接触面のサイズを変えることは、種々の手段
を通じて達成されうる。それは、例えば、サセプタの一方の側面への断熱性材料の選択的
な提供によって、または以下にさらに記載されるような、源が配置される特定の構造の区
画によって、達成されうる。
【００１０】
　サセプタは、ニコチン源および第二の物質源のうちの少なくとも１つと直接接触してお
り、好ましくは物理的に直接接触していてもよい。サセプタは、ニコチン源および第二の
物質源の両方と直接接触し、好ましくは物理的に直接接触していることが好ましい。
【００１１】
　直接接触（特に、直接的な物理接触）は、加熱される発熱体と源との間の熱損失を低減
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する、または完全に失くしうる。したがって、直接接触は、源のきわめて効率的な加熱を
提供しうる。
【００１２】
　「サセプタ」という用語は本明細書で使用される時、電磁エネルギーを熱に変換するこ
とが可能な材料を意味する。交流電磁場内に位置するとき、典型的にサセプタ内で渦電流
が誘導され、且つ、ヒステリシス損失が生じ、これはサセプタの加熱の原因となる。サセ
プタが、ニコチン源または第二の物質源と少なくとも熱接触状態または熱近接状態に置か
れるとき、それぞれの源は、蒸気が形成されるようにそれぞれのサセプタによって加熱さ
れる。サセプタは、それぞれの源と物理的に直接接触して配置されることが好ましい。
【００１３】
　サセプタは、ニコチンおよび第二の物質を気化させるのに十分な温度に誘導加熱されう
るあらゆる材料から形成されてもよい。好ましいサセプタは金属または炭素を含む。好ま
しいサセプタは、例えばフェライト鉄、強磁性鋼またはステンレス鋼などの強磁性合金、
フェライトなどの強磁性材料を含んでよく、またはその強磁性材料からなっていてもよい
。適切なサセプタはアルミニウムを含んでよい。サセプタは、５%超の、好ましくは２０%
超の、好ましくは５０%または９０%超の強磁性または常磁性の材料を含むことが好ましい
。
【００１４】
　好ましいサセプタは５０℃を超える温度に加熱され得る。本発明によるシステムの使用
において、サセプタは、以下の好ましい範囲の温度に加熱されうる。３０～１５０℃、３
５～１４０℃、４５～１３０℃、６５～１２０℃、および８０～１１０℃。適切なサセプ
タは非金属コアとその非金属コア上に配置された金属層、例えば、セラミックコアの表面
に形成される金属帯を備え得る。サセプタは、そのサセプタを封入する保護用外部層、例
えば保護用セラミック層または保護用ガラス層を有してよい。そのサセプタは、サセプタ
材料のコアの上に形成される、ガラス、セラミック、または不活性金属によって形成され
る保護被覆を備え得る。
【００１５】
　サセプタは細長い金属材料でありうる。
【００１６】
　サセプタ外形が一定の断面、例えば円形の断面を持つ場合、それは約１ｍｍと約５ｍｍ
の間の好ましい幅または直径を有する。サセプタ外形がシートまたはバンドの形態を有す
る場合、そのシートまたはバンドは好ましくは約２ｍｍと約８ｍｍの間、より好ましくは
、約３ｍｍと約５ｍｍの間、例えば４ｍｍの幅、および好ましくは約０．０３ｍｍと約０
．１５ｍｍの間、より好ましくは約０．０５ｍｍと約０．０９ｍｍの間、例えば約０．０
７ｍｍの厚みを有する長方形の形状を有することが好ましい。
【００１７】
　原則として、特定の値に関連して「約」という用語が本明細書全体を通して使用される
時はいつでも、「約」という用語に続く値は、技術的な考慮事項のため、厳密に正確なそ
の特定の値を持つ必要はないと理解される。ただし、特定の値に関連して使用される「約
」という用語は常に、用語「約」に続く特定の値を含み、かつ明示的に開示するものと理
解される。
【００１８】
　ニコチン源はニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩（ニコチン－ＨＣｌ、ニコチン酒石
酸塩、またはニコチン二酒石酸塩など）、またはニコチン誘導体のうちの１つ以上を含ん
でもよい。ニコチン源は天然ニコチンまたは合成ニコチンを含んでもよい。ニコチン源は
純粋なニコチン、水性溶剤または非水性溶剤中のニコチン溶液、あるいは液体たばこ抽出
物を含んでもよい。
【００１９】
　ニコチン源は電解質形成化合物をさらに含んでもよい。電解質形成化合物はアルカリ金
属水酸化物、アルカリ金属酸化物、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属酸化物、アルカリ
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土類金属水酸化物、およびこれらの組み合わせから成る群より選択されてもよい。例えば
、ニコチン源は、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、酸化リチウム、酸化バリウム、塩
化カリウム、塩化ナトリウム、炭酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、硫酸アンモニウム
およびこれらの組み合わせから成る群より選択された電解質形成化合物を含んでもよい。
【００２０】
　ニコチン源はニコチン、ニコチン塩基、ニコチン塩、またはニコチン誘導体および電解
質形成化合物の水溶液を含んでもよい。
【００２１】
　ニコチン源は、天然風味、人工風味、および酸化防止剤が挙げられるがこれに限定され
ない他の構成成分をさらに含んでもよい。
【００２２】
　ニコチン供与源は収着要素および収着要素上に収着されたニコチンを含んでもよい。サ
セプタは、ニコチン源の収着要素と物理的に接触していることが好ましい。サセプタは、
少なくとも部分的にニコチン源の収着要素に組み込まれる場合がある。
【００２３】
　収着要素は任意の好適な材料または材料の組み合わせから形成されてもよい。例えば、
収着要素は、ガラス、セルロース、セラミック、ステンレス鋼、アルミニウム、ポリエチ
レン（ＰＥ）、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリ（シクロ
ヘキサンジメチレンテレフタラート）（PCT）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）
、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴ
ＦＥ）およびＢＡＲＥＸ（登録商標）のうちの１つ以上を含んでもよい。
【００２４】
　収着要素は、多孔性の収着要素としうる。例えば、収着要素は、多孔性プラスチック材
料、多孔性高分子繊維、および多孔性ガラス繊維から成る群より選択される１つ以上の材
料を含む多孔性収着要素であってもよい。
【００２５】
　収着要素はニコチンに関して化学的に不活性であることが好ましい。
【００２６】
　収着要素は任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。
【００２７】
　収着要素は実質的に円筒形のプラグとしうる。例えば、収着要素は多孔性の実質的に円
筒形のプラグとしうる。
【００２８】
　収着要素は実質的に円筒形の中空管であってもよい。例えば、収着要素は多孔性の実質
的に円筒形の中空管としうる。
【００２９】
　収着要素のサイズ、形状、および組成物は、所望の量のニコチンを収着要素上に収着で
きるように選んでもよい。
【００３０】
　収着要素は、有利にもニコチンのための貯蔵部として作用する。
【００３１】
　第二の物質は、ニコチン蒸気と反応する送達促進化合物または物質である。ニコチン蒸
気は気相で第二の物質蒸気と反応してエアロゾルを形成する。形成されたエアロゾルは、
エアロゾル発生物品の下流端に、およびユーザーに送達される。
【００３２】
　送達促進化合物は酸であってもよい。送達促進化合物は、３－メチル－２－オキソ吉草
酸、ピルビン酸、２－オキソ吉草酸、４－メチル－２－オキソ吉草酸、３－メチル－２－
オキソブタン酸、２－オキソオクタン酸、２－オキソプロパン酸（乳酸）およびこれらの
組み合わせから成る群より選択される酸を含む。送達促進化合物は乳酸であることが好ま
しい。
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【００３３】
　例えば、乳酸源を含む第二の物質源は、収着要素および収着要素上に収着された第二の
物質（例えば、乳酸）を含んでもよい。サセプタは、第二の物質の収着要素と物理的に接
触していることが好ましい。サセプタは、少なくとも部分的に第二の物質の収着要素に組
み込まれる場合がある。
【００３４】
　収着要素は、任意の好適な材料または材料の組み合わせ、例えば上記に列挙した材料か
ら形成されうる。
【００３５】
　収着要素は第二の物質に関して化学的に不活性であることが好ましい。
【００３６】
　収着要素は任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。
【００３７】
　第二の物質のための収着要素は、ニコチンのための収着要素に関して上記で説明された
ような同一の形状、材料およびサイズを有してもよい。特に、２つの収着要素は同一であ
ってもよい。
【００３８】
　収着要素のサイズ、形状、および組成物は、所望の量の第二の物質を収着要素上に収着
できるように選んでもよい。
【００３９】
　収着要素は、有利にも第二の物質のための貯蔵部として作用する。
【００４０】
　第二の物質源は乳酸源であることが好ましく、エアロゾル発生システムにおいて発生し
たエアロゾルは、ニコチン乳酸塩粒子を含むことが好ましい。
【００４１】
　温度の関数としての乳酸およびニコチンの蒸気圧力は類似している。類似した揮発性を
有するこれらの２つの反応物を本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発
生物品に含めることは、有利なことに、単一のサセプタを使用してニコチン源および乳酸
源を実質的に同一の温度に加熱することにより、効率的な反応化学量論を達成することを
可能にする。下記にさらに説明・図示する通り、これにより、ニコチン供与源および乳酸
供与源が、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品内の単一の構
成要素内にある2つの区画内で貯蔵され加熱されることができるようになる。これは、有
利なことに、本発明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品を製造する
複雑さおよびコストを低減する。
【００４２】
　単一のサセプタを使用してニコチン源および乳酸源を周囲温度よりも高い温度に加熱す
ることで、ニコチン源および乳酸源からそれぞれ放出されるニコチン蒸気および乳酸蒸気
の量の制御が許容される。これにより、有利なことに、ニコチンおよび乳酸の蒸気濃度を
制御し、かつ比例的に均衡を取って効率的な反応化学量論を得ることができる。有利にも
、これはエアロゾルの形成の効率、およびユーザーへのニコチン送達の一貫性を改善する
。また、有利なことに、望ましくない過剰な反応物、すなわち、未反応のニコチン蒸気ま
たは未反応の乳酸蒸気がユーザーに送達されるリスクが低減される。
【００４３】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、使用時にユーザーに送達するために、エアロ
ゾルがエアロゾル発生システムを抜け出る近位端を備えることが好ましい。近位端は口側
の端と呼ばれることもある。使用時に、ユーザーはエアロゾル発生システムの近位端上で
吸い出すことが好ましい。エアロゾル発生システムは、近位端と向かい合った遠位端を備
えることが好ましい。
【００４４】
　典型的には、ユーザーがエアロゾル発生システムの近位端で吸い込む時、空気はエアロ
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ゾル発生システムに引き出され、エアロゾル発生システム内を通過し、近位端でエアロゾ
ル発生システムから出る。エアロゾル発生システムの構成要素、または構成要素の部分は
、エアロゾル発生システムの近位端と遠位端との間の相対的な位置に基づき、互いに上流
または下流にあるものとして描写されうる。
【００４５】
　「上流」「下流」「近位」および「遠位」という用語は本明細書で使用される時、本発
明によるエアロゾル発生システムおよびエアロゾル発生物品の構成要素または構成要素の
部分の相対的位置を描写するために使用される。
【００４６】
　本発明によるエアロゾル発生システムは、エアロゾル発生物品を備えうる。一般的に、
その誘導加熱装置内に配置されている電力供給電子装置の対応するインダクタがサセプタ
おいて熱を誘導することができるように、エアロゾル発生システムの誘導加熱装置の空洞
の中にエアロゾル発生物品を導入する。エアロゾル発生システム内に含まれるエアロゾル
発生物品は、以下に記載されるようでありうる。
【００４７】
　一態様によると、本発明はエアロゾル発生物品に関連する。
【００４８】
　エアロゾル発生物品は、ニコチン源を含む第一の区画および第二の物質源を含む第二の
区画を含むカートリッジを含む。サセプタは、第一の区画と第二の区画との間に配置され
る。
【００４９】
　本明細書で使用される場合、「第一の区画」という用語は、ニコチン源を含むエアロゾ
ル発生物品内の１つ以上のチャンバーまたは容器を描写するために使用される。
【００５０】
　本明細書で使用される場合、「第二の区画」という用語は、第二の物質源を含むエアロ
ゾル発生物品内の1つ以上のチャンバーまたは容器を描写するために使用される。
【００５１】
　第一の区画と第二の区画は互いに隣接しうる。別の方法として、第一の区画と第二の区
画は互いに間隙を介しうる。
【００５２】
　使用時、典型的には、ニコチン蒸気は第一の区画内のニコチン源から放出され、第二の
物質蒸気は第二の区画内の第二の物質源から放出される。ニコチン蒸気は気相で第二の物
質蒸気と反応してエアロゾルを形成し、これがユーザーに送達される。本発明によるエア
ロゾル発生システムはさらに、ニコチン蒸気と第二の物質蒸気との間の反応を促進するよ
う構成された第一の区画および第二の区画の下流にある反応チャンバーを備えることが好
ましい。エアロゾル発生物品は、反応チャンバーを備えうる。エアロゾル発生装置が装置
ハウジングおよびマウスピース部分を含む場合、エアロゾル発生装置のマウスピース部分
は反応チャンバーを備えうる。
【００５３】
　下記にさらに説明する通り、第一の区画と第二の区画はエアロゾル発生物品内に直列ま
たは並列に配置されうる。第一の区画および第二の区画は、カートリッジ内で並列に配置
されることが好ましい。
【００５４】
　「直列」は、使用時にエアロゾル発生物品を通して引き出される空気の流れが、第一の
区画と第二の区画のうち一方を通過してから、第一の区画と第二の区画のうちもう一方を
通過するように、第一の区画と第二の区画がエアロゾル発生物品内に配置されることを意
味する。ニコチン蒸気は、第一の区画内のニコチン源からエアロゾル発生物品を通して引
き出された気流内に放出され、第二の物質蒸気は、第二の区画内の第二の物質源からエア
ロゾル発生物品を通して引き出された気流内に放出される。ニコチン蒸気は気相で第二の
物質蒸気と反応してエアロゾルを形成し、これがユーザーに送達される。
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【００５５】
　「並列」は本明細書で使用される時、使用時にエアロゾル発生物品を通して引き出され
る第一の気流が第一の区画を通過し、エアロゾル発生物品を通して引き出される第二の気
流が第二の区画を通過するように、第一の区画と第二の区画がエアロゾル発生物品内に配
置されることを意味する。ニコチン蒸気は、第一の区画内のニコチン源からエアロゾル発
生物品を通して引き出された第一の気流内に放出され、第二の物質蒸気は、第二の区画内
の第二の物質源からエアロゾル発生物品を通して引き出された第二の気流内に放出される
。第一の気流内のニコチン蒸気は、第二の気流内の第二の物質蒸気と気相で反応してエア
ロゾルを形成し、これがユーザーに送達される。
【００５６】
　カートリッジは、好ましくはエアロゾル修飾剤源を含む第三の区画をさらに備えうる。
第一の区画、第二の区画および第三の区画は、カートリッジ内で並列に配置されることが
好ましい。
【００５７】
　エアロゾル発生物品が第三の区画を備える場合、第三の区画は、１つ以上のエアロゾル
修飾剤を含んでもよい。例えば、第三の区画は、活性炭などの１つ以上の吸収材、メント
ールなどの１つ以上の風味剤、またはそれらの組み合わせを含んでもよい。第三の区画は
また、追加的なニコチン源を備えうる。第三の区画内のエアロゾル修飾剤源は、サセプタ
によって加熱されることが好ましい。サセプタは、エアロゾル修飾剤源に直接接触（好ま
しくは、物理的に直接接触）していることが好ましい。サセプタは、第三の区画に配置さ
れた収着要素に直接接触されうる。
【００５８】
　エアロゾル発生物品のカートリッジは、適切な任意の形状を持ちうる。カートリッジは
実質的に円筒形でありうることが好ましい。第一の区画、第二の区画および、存在する場
合には第三の区画は、カートリッジの向かい合った実質的に平面の端面間を長軸方向に延
びることが好ましい。
【００５９】
　カートリッジの向かい合った実質的に平面の端面のうち一方または両方は、１つ以上の
壊れやすいまたは取り外し可能なバリアによってシールされうる。
【００６０】
　ニコチン源を含む第一の区画および第二の物質源を含む第二の区画のうち一方または両
方は、１つ以上の壊れやすいバリアによってシールされうる。1つ以上の壊れやすいバリ
アは適切な任意の材料で形成されうる。例えば、1つ以上の壊れやすいバリアは金属の箔
またはフィルムで形成されうる。
【００６１】
　壊れやすいバリアは、制限された量の強磁性材料もしくは常磁性材料を含まない材料ま
たはその材料で形成されることが好ましい。詳細には、壊れやすいバリアは、２０パーセ
ント未満、特に１０パーセント未満または５パーセント未満または２パーセント未満の強
磁性材料または常磁性材料を含んでもよい。
【００６２】
　エアロゾル発生装置は、第一の区画および第二の区画のうち一方または両方をシールす
る１つ以上の壊れやすいバリアを破壊するよう構成されている貫通部材をさらに含むこと
が好ましい。ニコチン源を含む第一の区画および第二の物質源を含む第二の区画のうち一
方または両方は、１つ以上の取り外し可能なバリアによってシールされうる。例えば、ニ
コチン源を含む第一の区画および第二の物質源を含む第二の区画のうち一方または両方は
、１つ以上の剥ぎ取り式シールによってシールされうる。
【００６３】
　1つ以上の取り外し可能なバリアは適切な任意の材料で形成されうる。例えば、１つ以
上の取り外し可能なバリアは金属の箔またはフィルムで形成されうる。
【００６４】
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　カートリッジは、適切な任意のサイズを持ちうる。カートリッジは、例えば、約５ｍｍ
～約３０ｍｍの長さを有しうる。ある一定の実施形態では、カートリッジは約２０mmの長
さを持ちうる。カートリッジは、例えば、約４ｍｍ～約１０ｍｍの直径を有しうる。ある
一定の実施形態では、カートリッジは約７ｍｍの直径を持ちうる。本発明に関連して本明
細書で使用される場合、「長さ」という用語は、本発明によるエアロゾル発生システムの
構成要素または構成要素の部分の遠位端と近位端との間の最大長軸方向寸法を意味する。
【００６５】
　本発明の別の態様によれば、本発明によるエアロゾル発生システムで使用するためのエ
アロゾル発生物品も提供されている。エアロゾル発生物品はカートリッジを備える。カー
トリッジは、ニコチン源を含む第一の区画および第二の物質源を含む第二の区画を含む。
第一のサセプタは、第一の区画と第二の区画の間に配置される。
【００６６】
　エアロゾル発生物品の利点および態様は、本発明によるエアロゾル発生システムに関連
してすでに説明してきたため、繰り返さない。
【００６７】
　カートリッジは、第一の区画と第二の区画を分離する分離壁を含む。分離壁は、少なく
とも部分的にサセプタによって形成されてもよい。分離壁は、完全にサセプタによって形
成されてもよい。
【００６８】
　サセプタにより形成されていない分離壁の残りの部分は、熱伝導性材料または断熱性材
料を含みうるか、またはそれから作られうる。そのような分離壁部分は、熱伝導性材料で
作られていることが好ましい。
【００６９】
　熱伝導率は、熱を伝導することに対する材料の属性である。熱伝達は、高い熱伝導率の
材料を横切るときよりも低い熱伝導率の材料を横切るときに、低いレートで起こる。材料
の熱伝導率は、温度に依存しうる。
【００７０】
　本発明で使用されるような熱伝導性材料（特に、分離壁部分またはさらなるカートリッ
ジ材料のための熱伝導性材料）は、１０ワット毎（メートル×ケルビン）より大きい、好
ましくは１００ワット毎（メートル×ケルビン）より大きい、例えば１０～５００ワット
毎（メートル×ケルビン）の熱伝導率を持つことが好ましい。
【００７１】
　適切な熱伝導性材料には、例えば、アルミニウム、クロミウム、銅、金、鉄、ニッケル
および銀などの金属、黄銅および鋼などの合金、およびその組み合わせが含まれるがこれ
に限定されない。
【００７２】
　熱伝導性材料は、２つの区画の間の熱伝達および熱分布に有利であり、２つの区画内の
均一な熱温度分布を支持しうる。
【００７３】
　サセプタは細長いサセプタであってもよく、サセプタ細片の形状であることが好ましい
。
【００７４】
　分離壁またはサセプタはそれぞれ、カートリッジの対称軸上に配置されうる。サセプタ
は、カートリッジの対称面に置かれるか、またはカートリッジの対称面を形成しうる。こ
うした実施形態では、第一の区画および第二の区画は、サイズおよび形状において同一で
ある。
【００７５】
　カートリッジまたはカートリッジの部分は、1つ以上の適切な材料から形成されうる。
適切な材料には、アルミニウム、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド
（Ｋａｐｔｏｎ（登録商標）など）、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリエチ
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レン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン（ＰＳ）、フッ化エチレンプロピ
レン（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、エポキシ樹脂、ポリウレタ
ン樹脂およびビニル樹脂が含まれるがこれに限定されない。
【００７６】
　カートリッジは、制限された量の強磁性材料もしくは常磁性材料を含まない材料または
その材料で形成されることが好ましい。詳細には、カートリッジは、２０パーセント未満
、特に１０パーセント未満または５パーセント未満または２パーセント未満の強磁性材料
または常磁性材料を含んでもよい。
【００７７】
　カートリッジは、耐ニコチン性および例えば、耐乳酸性などの第二の物質に対して耐性
である、１つ以上の材料から形成されうる。
【００７８】
　ニコチン源を含む第一の区画は、１つ以上の耐ニコチン性材料で被覆されてもよく、ま
た第二の物質源を含む第二の区画は、例えば、耐乳酸性材料などの１つ以上の第二の物質
耐性材料で被覆されてもよい。
【００７９】
　好適な耐ニコチン性材料および耐乳酸性材料の例としては、ポリエチレン（ＰＥ）、ポ
リプロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン（ＰＳ）、フッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、
ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂、ビニル樹
脂、およびこれらの組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない。
【００８０】
　1つ以上の耐ニコチン性材料および第二の物質耐性材料を使用してカートリッジを形成
するか、または第一の区画および第二の区画の内部をそれぞれ被覆することで、有利には
、エアロゾル発生物品の保存期間を延長しうる。
【００８１】
　外側カートリッジ壁は、熱伝導性材料または断熱性材料を含みうる。熱伝導性材料は、
区画内の均一な熱分布を支持しうる。一方では、断熱性材料で作られた外側カートリッジ
壁は、システムのエネルギー消費の観点から好適でありうる。それは、そのようなシステ
ムのより便利な取扱いの観点からも好適でありうる。断熱性によって、カートリッジ内に
発生した熱がカートリッジ内に保たれる。環境に対するより少ないまたは全くない熱損失
は、熱伝導性を通じて得られる。さらに、エアロゾル発生装置のハウジングの加熱が、制
限されまたは回避されうる。
【００８２】
　外側カートリッジ壁が１つ以上の断熱性材料で形成される場合、第一の区画および第二
の区画の内部は、１つ以上の熱伝導性材料で被覆され、それぞれの区画内の熱分布を改善
してもよい。
【００８３】
　１つ以上の熱伝導性材料を使用して第一の区画および第二の区画の内部を被覆すること
は、有利なことに、サセプタからニコチン源および第二の物質源への熱伝達を増大させる
。
【００８４】
　特にカートリッジ材料のために本発明で使用されるような断熱性材料は、１ワット毎（
メートル×ケルビン）未満、好ましくは０．１ワット毎（メートル×ケルビン）未満、例
えば１～０．０１ワット毎（メートル×ケルビン）の熱伝導率を持つことが好ましい。
【００８５】
　本発明によるエアロゾル発生システムおよび本発明によるエアロゾル発生物品で使用す
るためのカートリッジは、適切な任意の方法により形成されうる。適切な方法には、深絞
り図面、射出成形、ブリスタリング、吹込み成形および押し出しが含まれるがこれに限定
されない。
【００８６】
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　エアロゾル発生物品は、マウスピースを備えうる。マウスピースはフィルターを含んで
もよい。フィルターは、低い粒子濾過効率または非常に低い粒子濾過効率を有する場合が
ある。マウスピースは中空管を備えてもよい。エアロゾル発生物品のマウスピースまたは
エアロゾル発生装置のマウスピースは、反応チャンバーを備えうる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】図１は、周囲に誘導コイルが巻きついて配置されている状態の２区画カートリッ
ジの透視図を示す図である。
【図２】図２は、図１のカートリッジを通じた長軸方向の断面を示す図である。
【図３】図３は、図１のカートリッジを通じた横軸方向の断面を示す図である。
【図４】図４は、本発明によるエアロゾル発生システムでの使用のためのエアロゾル発生
装置を概略的に示す図である。
【図５】図５は、周囲に誘導コイルが巻きついて配置された、３区画カートリッジの透視
図を示す図である。
【図６】図６は、図５のカートリッジを通じた長軸方向の断面を示す図である。
【図７】図７は、図５のカートリッジを通じた横軸方向の断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００８８】
　図１から図３では、管状のハウジング１を有するカートリッジが示される。ハウジング
１は、サセプタ２２および２つの分離壁部分１８によって、サセプタ２および２つの分離
壁部分１８のいずれかの側面上に配置された半円形の横断面の２つのチャンバー１１、１
２に分割される。チャンバー１１、１２は、カートリッジの向かい合った実質的に平面の
端面間を長軸方向に延びる。２つのチャンバーのうち一方は、ニコチン源を含む第一の区
画１１を形成する。２つのチャンバーのうち他方は、例えば、乳酸源などの第二の源を含
む第二の区画１２を形成する。
【００８９】
　ニコチン源は、その上にニコチンが吸着され、第一の区画１１を形成するチャンバー内
に配置された、多孔性プラスチック収着要素などの収着要素（図示せず）を含みうる。第
二の物質源は、その上に乳酸が吸着され、第二の区画１２を形成するチャンバー内に配置
された、多孔性プラスチック収着要素などの収着要素（図示せず）を含みうる。
【００９０】
　サセプタ２のほか２つの分離壁部分１８は、カートリッジ内の長軸方向に配置され、か
つカートリッジの長軸１５に対して平行に延びる。サセプタ２は、２つの分離壁部分１８
の間に対称的に配置される。
【００９１】
　サセプタ２は、例えば、金属細片などのサセプタ細片の形状である。細片は、第一およ
び第二の区画カートリッジ１１、１２の間に対称的に配置される。分離壁部分１８は、サ
セプタ細片の広い側面によって形成される面内に配置される。
【００９２】
　図１～３に示す実施形態において、サセプタ２は、図２で最もよく分かりうるような、
カートリッジの長さに対応する長さを有する。
【００９３】
　分離壁部分１８のほか管状のハウジング１は、熱伝導性材料または断熱性材料から作ら
れうる。分離壁部分１８および管状のハウジングは、断熱性高分子材料から作られること
が好ましい。ハウジング１および分離壁１０は、例えば、成形プロセスによって一体的に
形成されうる。
【００９４】
　カートリッジは、第一および第二の区画１１、１２の間に配置されたサセプタ２内の熱
を誘導するために、単一の誘導コイル３の形状のインダクタによって取り囲まれる。
【００９５】
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　誘導コイル３は、エアロゾル発生装置の部分であることが好ましい。カートリッジまた
はカートリッジのサセプタ２はそれぞれ、カートリッジを受けるために設けられた装置の
くぼみ内にカートリッジを挿入することによって、コイル３の近傍に置かれる。
【００９６】
　電気的に動作するエアロゾル発生装置６の長軸方向概略断面図を図４に示す。エアロゾ
ル発生装置６は、例えば、誘導コイル３などのインダクタ６１を備える。インダクタ６１
は、エアロゾル発生装置６のカートリッジ受入れチャンバー６３の遠位部分６３０に隣接
して位置する。使用時には、ユーザーは、エアロゾル発生物品のカートリッジ内のサセプ
タ２がインダクタ６１に隣接した位置になるように、カートリッジ（例えば、図１～図３
で説明したような）を備えるエアロゾル発生物品を、エアロゾル発生装置６のカートリッ
ジ受入れチャンバー６３０内に挿入する。
【００９７】
　エアロゾル発生装置６は、インダクタ６１を作動させるようにするバッテリー６４およ
び電子装置６５を備える。このような作動は手動でもよく、またはエアロゾル発生装置６
のカートリッジ受入れチャンバー６３の中に挿入されるエアロゾル発生物品でのユーザー
の引き出しに応答して自動的に起こってもよい。
【００９８】
　作動する時、高周波の交流電流が、インダクタ６１の一部を形成する巻線コイルを通過
する。これにより、インダクタ６１が装置のカートリッジ受入れチャンバー６３の遠位部
分６３０内に変動電磁場を発生させる。エアロゾル発生物品がカートリッジ受入れチャン
バー６３内に正しく位置付けられた時、物品のサセプタはこの変動電磁場内に位置する。
変動場は、結果として加熱されるサセプタ２内に、渦電流およびヒステリシス損失のうち
の少なくとも１つを発生させる。加熱されたサセプタは、エアロゾルを形成するのに十分
な温度までエアロゾル発生物品のニコチン源および第二の物質源を加熱する。
【００９９】
　２つの源を加熱することにより発生したエアロゾルは、例えば、マウスピースの方向に
対してかつマウスピースを通じて、エアロゾル発生物品を通して下流に引き出され、ユー
ザーによって吸い込まれる。
【０１００】
　図５から図７では、３つの区画を持つ管状のハウジング１を有するカートリッジが示さ
れる。同一の参照番号が同一または類似した要素に使用される。
【０１０１】
　ハウジング１は、サセプタ２および２つの分離壁部分１８によって、サセプタ２および
２つの分離壁部分１８のいずれかの側面上に配置された二等分の半円形の横断面に分割さ
れる。第一の半分の部分は、第一のチャンバー１１に対応する。第二の半分の部分は、さ
らなる分離壁１００によって、４分の１の円断面の２つのチャンバー１２、１３にさらに
分割される。
【０１０２】
　チャンバー１１、１２、１３は、カートリッジの向かい合った実質的に平面の端面間を
長軸方向に延びる。３つのチャンバーのうちの１つは、ニコチン源を含む第一の区画１１
を形成する。３つのチャンバーのうちの第二のチャンバーは、例えば、乳酸源などの第二
の源を含む第二の区画１２を形成する。３つの区画のうちの第三の区画は、第三の源（例
えば、作動される炭素源などのエアロゾル修飾剤源など）を含む第三の区画１３を形成す
る。
【０１０３】
　第三の物質源はまた、その上にエアロゾル修飾剤が吸着され、第三の区画１３を形成す
るチャンバー内に配置された、多孔性プラスチック収着要素などの収着要素（図示せず）
を含みうる。
【０１０４】
　サセプタ２、２つの分離壁部分１８、およびさらなる分離壁１００は、カートリッジ内
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の長軸方向に配置され、かつカートリッジの長軸１５に対して平行に延びる。
【０１０５】
　さらなる分離壁１００は、サセプタ２に対して垂直に配置される。
【０１０６】
　図５～７に示す実施形態において、サセプタ２は、図６（さらなる分離壁１００に沿っ
たカートリッジの断面を示す図）で最もよく分かりうるような、カートリッジの長さに対
応する長さを有する。
【０１０７】
　さらなる分離壁１００は、熱伝導性材料または断熱性材料から作られうる。例えば、さ
らなる分離壁１００は、断熱性高分子材料から作られうる。ハウジング１、分離壁部分１
８、およびさらなる分離壁１００は、例えば、成形プロセスによって、一体的に形成され
うる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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